
1  東日本大震災からの復興へ
IRIDeSが地域に果たす役割

2  第3回国連防災世界会議開催
実践的防災学を世界へ発信

 

被災地とともに歩んだ
３年間の道のり
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東北から世界へ、実践的防災学を発信する。
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防災・減災を進化させる。
巨大災害に備える社会を創造する。

IRIDeS の情報発信について

研究所では、情報発信や研究の連携・融合を目的に、

定期的に集まり、会議を開催します。

1　拡大全体会議
●IRIDeSナウ   IRIDeS内の情報共有を行います。

●IRIDeS金曜フォーラムの案内   研究活動内容の情報共有を行います。

●東日本大震災ウォッチャー   被災地および国内外の諸活動や 

 社会の動きを追います。

2　IRIDeS 金曜フォーラム
IRIDeS内で行われている研究・活動の情報を共有し、研究の連携・融合

を図ることを目的に、定期的な発表・討論の場を毎月第4金曜日の夕方に

開催しています。詳細はホームページ（http://irides.tohoku.ac.jp/

event/irides-forum.html）をご覧ください。

ホームページでも情報を掲載しています。
●活動予告 http://www.irides.tohoku.ac.jp/topics/index.html
●今後の予定 http://shinrokuden.irides.tohoku.ac.jp/
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設立から約3年、研究棟が完成
実践的防災学のさらなる発展を

　2014 年 11 月、IRIDeS の研究棟が完

成しました。これまでさまざまなキャン

パスの研究施設に分散していた研究者が

同じ場所に集まり、効率的に研究が行え

るようになりました。研究棟は、鉄筋コ

ンクリート造の 5 階建て。免震システム

や72時間の非常用発電設備を完備し、災

害時でも円滑に活動ができるよう工夫が

施されました。エントランスホールは 2

階までの吹き抜け。高い窓から自然の風

や光を感じられます。また、開口部のバ

ルコニーを広く取り、直射日光が入りに

くい設計にしました。

　研究成果を広く発信する拠点としての

機能も十分。建物の 1 階、2 階には、情

報発信スペースや 150 人規模の多目的ホ

ール、セミナー室や演習室を完備。研究

成果の発表や防災・減災情報の発信をは

じめ、国内外のシンポジウムも開催でき

ます。2階から 5階には、研究室を配置。

各階の共通スペースには共用のクリエイ

ティブスペースがあり、研究室もほとん

どがガラス張り。研究者同士の顔が見え

る環境を重視しました。

　最新の設備も導入。多目的ホールに備

えられた多次元可視化システムは、2.5

ｍ×10ｍの大型スクリーンに、立体的な

地図や津波や災害のシミュレーションを

映すことができます。立体的な映像で表

現できるため、津波の浸水速度や浸水域

などの研究を深められます。大容量のサ

ーバも新設。津波シミュレーション解析

を迅速に行えるほか、震災データもこれ

までよりも多く保存できます。

　来訪者に対するアプローチも行ってい

ます。情報発信スペースには大型の 4 面

ディスプレイを設置。最新の取組みやリ

アルタイムの観測情報、震災アーカイブ

プロジェクト「みちのく震録伝」で収集

した震災記録などを映像で紹介していま

す。これらのシステムを使って、地域の

リーダーや行政担当者を招き、研究成果

を紹介するツアーも企画しています。

　研究棟が完成し、研究者同士の交流が

活発に行われるようになりました。分野

横断的な研究がこれまで以上に盛んに行

われ、実践的防災学の研究および世界へ

の情報発信をさらに押し進めていきます。

　IRIDeS は、2015年で発足 3年を迎え

ます。実践的防災学の発信と、理系・文

系にとらわれず分野横断的な研究を掲げ

研究を促進してきましたが、これまでに

一定の成果を上げることができたと自負

しています。

　2014年 11月には、待望の新棟も完成

しました。本拠地 ができたことで、これ

までそれぞれの場所で研究を行っていた約

140 名の関係者が一箇所に集まることが

できました。研究室はほとんどがガラス張

りで、各階に共通スペースもあるので、研

究者同士の交流がより活発に行われるよう

になります。これまで以上に分野の壁を越

えた交流を促進し、お互いの課題を積極的

に解決していってほしいと期待しています。

　また、新棟は被災地の方やそれ以外の方

との交流の場としても活用していく予定で

す。 多目的ホールでは、東日本大震災発生

直後に撮影した3D映像や避難訓練の様子

などを見ていただけます。視察に訪れる方

に向けたツアーなども企画しながら、広く

門戸を開いていく予定です。

　そのほか、国内外の機関や防災関係者に

利用していただけるようなプロジェクトル

ームも設けています。IRIDeS の新棟を、

皆さまにも知っていただき東北の防災の拠

点としていきたいと思います。

　国連防災世界会議（以下、防災会議）に

向けた取り組みも、重要な位置づけとして

考えています。防災会議には、世界中から

5万人近くの方がいらっしゃいます。本会

議やサイドイベントを通して、IRIDeS が

これまで、実践的防災学の視点でどのよう

な知見を得て、研究を深められたのかを広

く発信していかないとならないでしょう。

また、市民や東北に住む一般の方や、産業

界の方、学生の参加も期待しています。さ

まざまな方たちとともに、多角的な視点で

議論を深めていけるよう、企画を考えてい

きたいですね。

社会に寄り添った
新しい防災学を
被災地・東北から。
東北大学災害科学国際研究所（以

下、IRIDeS）では、文理の枠を

越えた 7部門 37 分野が集結し、

研究を進めています。IRIDeS が

掲げるのは、社会や暮らしの中

で役立つ「実践的防災学」。包括

的な知見を活かし、被災地の復

興と災害に強い社会の構築に貢

献することを目指します。

安心して暮らせる地域を創るため
多様な技術を開発・研究

地域・都市再生
研究部門

災害発生メカニズムを解明し
ハザード予測に取り組む

災害理学
研究部門

災害時の保健・医療の在り方を
多角的に評価し、備えを強化

災害医学
研究部門

震災の被害と教訓に基づき
減災社会の構築を目指す

災害リスク
研究部門

情報管理・
社会連携部門

震災記録の拡充とともに
復興に向けた街づくりを支援

寄附研究部門

企業などの寄附により
災害研究の充実を図る

人間・社会対応
研究部門

内外の災害の文化・歴史、災害認知、
防災・復興方策の研究

新棟を基盤に、実践的防災学の
さらなる飛躍を

今村 文彦 
東北大学災害科学国際研究所 所長
災害リスク研究部門
津波工学研究分野 教授

いまむら・ふみひこ
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レンガ風のしゃれた外観。青葉山の自然に囲まれた静
かな場所に建てられました

研究室は多くがガラス張り。研究者同士のコミュニ
ケーションの促進を図ります

研究者が気軽に交流できるクリエイティブスペース。
ソファやテーブルなどを各階に配置

多次元可視化システムを備えた多目的ホール。シンポジ
ウムやレセプションも開催されます

大容量のサーバ室。多くの情報を処理してもスムーズに
動くよう、室内の環境整備に注力しました

2階のライブラリースペース。一般にも開放され、震災関
連の書籍や映像資料などが揃います



4.11

混乱が続く中、東北大学では、防災科学研究拠点

を中心に緊急報告会を開催しました。状況が刻一

刻と変わる中、速報性を重視した21の取り組み

が発表され、未整理ながらも臨場感あふれる生の

報告は多方面から注目を集めました。特に話題を

呼んだのが、菅原大助助教（当時研究員）らによ

る『貞観地震津波と今回との比較』。1000年に1回、

未曽有とされる今回の規模の津波ですが、実は同

規模の津波が1100年前と400年前にも襲来して

いたという研究を発表しました。

IRIDeSのあゆみ
東日本大震災以前から取り組んできた防災研究
発災からIRIDeSの発足まで、その足跡をたどる
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発災の年2011
発災後、東北大学防災科学研究拠点を足がかり

に研究者はすぐに自分たちのフィールドで調査・

研究を開始しました。組織の充実も図られ、最

も多い時で約40人の教員が参加。地震・津波・

震災に関する調査や研究の展開はもちろん、困

窮する被災地の復興支援も精力的に実施しまし

た。東北大学は、被災地に拠点を置く総合大学

として多くの役割を期待され続けています。ま

た東北大学では、発災直後から、調査の結果分

かったことを市民に広く発信。行政や国に対し

てもさまざまな働きかけを行ってきました。

東日本大震災の発生

東北大学による東日本大震災
1ヵ月後緊急報告会
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この時の報告会では、福島大学、岩手大学から

も研究者を招きました。研究者の報告のほか、

宮城県からの基調報告や、神戸市危機管理室職

員の講演も行われ、さらに視野を広げた報告会

となりました。2011年には、1ヵ月後、3ヵ月後、

そして6ヵ月後と3回の報告会が行われましたが、

毎回定員を超える参加者が集まり、関心の高さ

がうかがわれました。

東北大学による東日本大震災
6ヵ月後報告会

「みちのく震録伝」が本格始動したのも2011年

です。震録伝という名前は、「東日本大震災の記

憶や記録、知見を未来へ伝承し、国内外に発信

する」という想いを込めて命名されました。貴

重な資料は、今後発生の可能性がある巨大地震

に対する研究や、被災地の復興に対する研究な

どに活用されます。震災にまつわるあらゆる写

真や映像、証言や記録文書などを収集するこの

プロジェクト。2021年まで継続して取り組みが

行われていく予定です。

東日本大震災
アーカイブプロジェクト
「みちのく震録伝」本格始動
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『津波による被災の実態とメカニズム』『地震・地

震動と振動被害』『地域社会を取り巻く諸課題』の

3 テーマのもと、27 の発表が行われました。地

震のメカニズムのみならず、コミュニティの変化

や医療体制など社会的なテーマも学術的に分析。

新潟県中越地震の復興に関する研究を進める新潟

大学の研究者を招き、今後被災地で課題になりう

る事柄についても発表いただきました。

東北大学による東日本大震災
3ヵ月後緊急報告会

3.11
震災から丸1年を迎えたこの日。多くのイベントが開催される中、1年後報告会が行われました。防衛大学校校長による基調講演や東北

工業大学教授による招待講演があったほか、8人の研究者による報告がありました。1年の取り組みを経て行われた報告は、学術的に意

義があるのはもちろん、今後被災地で現われるであろう社会的な問題点や課題を指摘するものとなりました。

東北大学による東日本大震災1年後報告会

震災以前2007
「東北大学防災科学研究拠点」
発足
30 年以内に 90％の確率で発生すると予想され

ていた宮城県沖地震に備えて東北大学では、

2007 年 に「東北大学防災科学研究拠点」を発

足していました。19分野の約20人の研究者が、

文系・理系の枠を越えて減災研究活動を展開。

活動の幅が徐々に広がりを見せるなか、東日本

大震災が発生しました。

2012
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発災から1年

防災科学研究拠点

医 学 資料保全学

東 北 大 学 防 災 科 学 研 究 拠 点

工 学 理 学 地理学 心理学

情報学 行動科学 経済学 都市計画学



2015年3月、第3回国連防災世界会議開催へ

IRIDeS では、社会連携オフィス特定プロジェク

トとして、「『生きる力』 市民運動化プロジェク

ト」を立ち上げました。このプロジェクトは、

いざという時に生きぬくための判断と行動がで

きる能力を高めることを目的としたもの。プロ

ジェクトの成果として制作されたのが「みんな

の防災手帳」です。７章で構成された手帳で、

前 6 章には防災減災対策情報が盛り込まれ、最

後の 1 章には各自治体の地域情報を組み入れる

ことで完成されるものとなっています。

今年、IRIDeSは新たな一歩を踏み出します。そのひとつのステップが、国連防災世界会議への参画。

IRIDeSの取り組みを世界に発信し、東北の復興をより良い未来へつなげるため、取り組みは続きます。
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発災から3年2014

IRIDeS が掲げる実践的防災学は、人々に発信さ

れてはじめて意義を持つものです。緊急報告会

をはじめ、シンポジウムやセッションは、市民

や企業、行政、研究者に向け、折々に開催され

ています。3周年シンポジウムでは、NHK のデ

ィレクターや財団法人不動産適正取引推進機構

総括研究理事を招き、講演とパネルディスカッ

ションが行われました。被災地に軸足を置く人々

によるディスカッションは、研究の枠を越えた

広がりを見せました。

東日本大震災
３周年シンポジウム開催

7.3～
7.4

発災から2年2013

2.8

IRIDeS では、各被災自治体との連携を深めるた

めに、連携協定を結んでいます。その皮切りと

なったのが、多賀城市。同市とは、2012年の 7

月から「多賀城市震災経験・記録伝承事業」の

取り組みを共同で実施していました。東日本大

震災から 2年以上が経過し、復旧復興が進む中、

市との連携をより促進させ、より綿密なものと

するべく、協定が締結されました。

多賀城市ほかと連携と協力に
関する協定を締結開始

IRIDeS 『生きる力』市民運動化プロジェクト
「みんなの防災手帳」発表
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2011年～2012年に行われた5回の報告会。そ

の時の報告と、その後の研究の蓄積をもとに刊

行されたのが『東日本大震災を分析する』の1、

2です。1では、地震と津波の発生メカニズムや

被害状況、ロジスティクスや原発事故などの分

析を、2では、災害時の医療現場の対応とこころ・

健康支援、まちづくりの取り組みや資料保存の

取り組みなどについて記述されています。研究

者が足繁く被災地に通い、紡ぎ出した研究を本

としてまとめることは、IRIDeS の取り組みを広

く発信する上で重要な役割を担いました。

研究成果を書籍化した
『東日本大震災を分析する』
を上梓

7月3日（火）、4日（水）の2日間、世界80以

上の国・国際機関の代表が東北に集い、「世界防

災閣僚会議 in 東北」が開催。会議では、東日本

大震災をはじめとする近年の大規模自然災害に

関する経験や教訓を各国と共有するとともに、

強くしなやかな社会の構築に向けて、防災に関

するテーマについて議論されました。IRIDeS は

分科会に参加し、今村教授が講演を行ったほか、

ポスターセッションなどが行われました。

世界防災閣僚会議 in 東北
分科会に参加

4.11 IRIDeSが発足

発災から1年2012
東日本大震災は、巨大地震、巨大津波、原発事故

が連動した大災害です。研究者たちは、現地の調

査と研究を進める中で、これまでのシステムでは

対応できない問題に突き当たりました。その課題

を解決し、東日本大震災を経た知見や経験を広く

発信するために、東北大学災害科学国際研究所

（IRIDeS）が発足。これまでの経験や知見を活か

すのはもちろん、文系・理系の枠を越えた連携が

よりいっそう促進されるよう、7つの部門と 37

の分野からなる組織が編成されました。

多賀城市民撮影・多賀城市提供
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IRIDeSは設立当初から積極的に被災地に足を運び、

地域とともにさまざまな取り組みを行っていきました。

IRIDeSが掲げる実践的防災学は、いつも被災地とともにあります。

これまでの取り組みを振り返り、

4年目を迎える被災地の復興について考えます。

地域のあり方の理解なくして
災害の理解はあり得ない

　『災害』は、人のいないところでは起こ

りません。例えば火山の噴火。地球のどこ

か、誰も住まない、誰の権利もない場所で

山が爆発したとしても、それは単なる噴

火という『ハザード』です。噴火によって

生じた噴石や溶岩が、人を傷つけ、誰かの

財産を奪った時、『ハザード』は初めて『災

害』になります。「災害は、人のコミュニテ

ィがある場所で起こるもの。災害と“地域

と暮らし”は切っても切れない関係にあ

るのです」。IRIDeS副所長の奥村誠教授は

そう話します。『ハザード』が『災害』にな

るかどうかは、地域のあり方にかかって

　災害は、毎回毎回違った側面を見せま

す。阪神淡路大震災も東日本大震災も大

規模な地震が引き起こした災害ですが、

その被害の傾向は全く異なっていました。

阪神淡路大震災は、地震と火災に堪える

強い都市を作るにはどうするか、という

課題を浮き彫りにし、東日本大震災は、人

間の力では防げない津波の範囲からいか

に迅速に逃げられるかという課題を突き

付けました。「どの災害でも、必ず私たち

が学ぶべき課題が出てきます。どんなに

シミュレーションを重ねても、起こって

みないと分からないことは必ずある。私

たちがすべきことは、東日本大震災の経

験をきちんと分析し、次世代に伝えるこ

となのです」。

います。たとえ津波が起きたとしても、そ

れが到達する範囲に人や財産がない状態

を作り出せれば、津波は災害になりませ

ん。私たちが災害について考えることは、

すなわち、地域のあり方について考える

ことになるのです。

　「私たちは、『災害』科学国際研究所を名

乗る以上、常に地域の方向を向いていな

ければいけません。科学を活用する場と

して地域があるのではなく、私たちの研

究には、そもそも地域が組み込まれてい

ます。実践的防災学の目的は、突き詰めれ

ば、地域が災害によって壊滅的な被害を

受けないようにすることです。それぞれ

の地域の事情に合わせた方法でなければ、

その提案の効果は期待できないのです」。

現場の課題に即した
具体的なビジョンの実践

東日本大震災からの復興へ
IRIDeSが地域に果たす役割

01
IRIDeSのあゆみ
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　IRIDeSではそのために、さまざまなこ

とを行っています。震災の調査・研究や、

震災の記録の保全。そして、地域の防災に

対する取り組みです。

　まず、東日本大震災の被害に対する調

査です。東日本大震災は、これまでの想

定をはるかに上回る規模の被害を引き起

こしました。津波がどのように発生し、

どのようなルートで内陸に侵入したのか、

そして、建造物はどのように破壊されて

いったのか、被災直後から現地に足を運

んで、綿密な調査を行っています。

　また、今回の震災では、携帯電話やビ

デオカメラなどで撮影された映像が数多

く残っています。そのような資料の収集

も、IRIDeS の大切な役割。東日本大震

災アーカイブプロジェクト「みちのく震

録伝（しんろくでん）」は、映像や音声

の収集・保存活動のプロジェクトです。

市民が、被災者の聞き取りや被災地の記

録を残していく「みちのく・いまをつた

え隊」などを通して、さまざまな記録を

収集しています。

　収集以外に、各市町村が集めた記録の

データベース化の推進も行っています。

多賀城市が独自に行う「たがじょう見聞

憶」は、IRIDeS が協力して、効率的な

収集と保存をサポートしています。「こ

のアーカイブ活動は、記録のすべてを

『みちのく震録伝』に集めることが目的

ではありません。記録は地域の人のもの、

地域のものです。どんな場所にどんな資

料があるのか、把握することが大事なの

です。いざ研究で使いたいという時、デ

ータにアクセスしやすい状況を作ってい

きたいと考えています」。

　どんな取り組みにおいても、大切なの

は地域の自治体や住民の方との信頼関係

の構築だと話す奥村教授。「行政や住民

とコミュニケーションがうまく取れてい

る地域は、やはり調査・研究に入りやす

いものです。よりよい調査を行うために

も地域との関係の構築は重要ですね」。

　この3年間の活動を通して、新たに見え

てきた課題もあります。そのひとつが、

災害遺構の問題です。例えば、気仙沼市

の第18共徳丸や、南三陸市の防災対策庁

舎。震災直後から、たくさんのメディア

に取り上げられたこれらのものは、震災

の象徴であると同時に、被災した方々に

とってはつらい記憶を呼び起こすもので

もあります。「災害遺構を残すのか、解

体するのかという問題は、今被災地域が

抱えている大きな2つの問題を内包して

います。ひとつが住民合意の問題。もう

ひとつが、防災教育の問題です」。

　もうひとつが防災教育の問題です。震

災遺構は、震災を次世代に語り継ぎ、防

災について考えるための重要なツールに

なります。「被災した方々のメンタルケ

アなどの問題で、これまで被災地におけ

る防災教育はあまり活発に行われてきま

せんでした。けれども、ここで足踏みし

ていては、震災の教訓が地域から忘れ去

られてしまう可能性があります。ますま

す盛んに、被災地における防災教育を

行っていかなくてはなりません」。

　防災教育というと、小学校や中学校で

経験した避難訓練を思い浮かべる人も多

いでしょう。けれども、奥村教授は防災

教育というものをもう少し広い幅で考え

ています。

　住民合意は、復興計画を進めるにあた

り、多くの地域が直面している課題で

す。住民の間で十分に議論を深め、結論

を導き出すのが理想ですか、一方で、地

域の衰退を防ぐためスピード感を持って

復興を進める必要もあります。

　「皆が納得できる決着をつけるのが難

しい状況の中で、紛糾する会議に直接関

わっている研究者もいます。地域の向か

う方向は、最終的には住民自身が決定す

ることではありますが、私たちはこれま

での知見をもとに、人々の不安を解消し

ていくことができます。科学的な知見の

助言を通して、少しでも多くの人が納得

できる道を選べるよう、後押ししていき

たいと思います」。

　

　震災そのものの記録はもちろんのこと、

古文書のレスキューや保全活動も行われ

ています。地域との強固な関係性はこの

活動においても有効に作用したと言いま

す。「救出した古文書は、今後適切に整

理し、しかるべき場所に収集していきま

すが、それと併せて、住民の方との関係

づくりにも取組んでいきたいと思います」。

　防災に対する取り組みも、徐々に活発

になってきています。「被災直後は、ど

のエリアも将来の防災どころではない、

という意識が強くありました。生活が安

定し、復興後のビジョンが見え始めた今

後、街づくりにおける防災の観点はます

ます重要になってくると考えています」。

　IRIDeS では、被災地の自治体と連携

協定を結び、さまざまな取組みを行って

います。例えば、「カケアガレ！日本」

という取組みもそのひとつ。これは、産

官学が一体となって行っている津波避難

訓練プログラムで、これまでに、岩沼市、

山元町、いわき市、仙台市などの自治体

で実施されています。「復興へ向けた防

災への取り組みは継続することが大切で

す。地域ごとの詳細な課題に対応しなが

ら、ひとつずつ解決していく必要がある

と考えています」。

　具体的には、今回の震災において、名

取市や岩沼市、山元町など、平野部での

避難が課題になりました。海のそばに山

や高台がないため、多くの人が車で避難

した結果、各地で深刻な渋滞が起きて、

逃げ遅れた人が出てしまったのです。そ

こで「カケアガレ！日本」では、2013

年 8 月に山元町との協力のもと、車避難

を前提とした津波避難訓練を行いまし

た。「このように平野部では、あらかじ

め車避難を想定に組み込んだ避難計画が

作られ始めています。限られた時間と人

数の中で行う避難訓練で、いかに実態に

即した調査を行うことができるのか、心

理学などさまざまな分野の研究者が連携

して、検証を重ねていくことを私たちは

目指しています」と奥村教授は話します。

　

　

　「私は、地域全体の防災対応能力を高め

ていくことが『防災教育』であると考え

ています」と奥村教授。「例えば、数十年

に 1 回の津波だけでなく、漁業を行う中

で海難事故に直面してきた気仙沼エリア

では、これらの災厄に対する備えが、地

域のシステムに組み込まれてきました。

この地域では、各集落の子どもが一定の

年齢になると集落のしきたりを合宿で教

え込み、地域の世帯主全員に『集落共通

の子ども』として紹介する儀式があるそ

うです。津波や海難などで一家の跡継ぎ

がいなくなってしまたら、『共通の子ど

も』の一人がその家に入り、跡継ぎにな

る。文化や社会システムの中に、災厄に

対する対応が組み込まれているんです。

常に地域全体で災厄に臨もうという意識

があったんですね」。奥村教授は災害は防

ぐものでもなく、減らすものでもなく、

いつも隣にあるものだとして付き合う必

要があるのでは、と話します。「私は、災

害は付き合っていくものだと考えていま

す。ハザードは自然現象。どうしても直

面せざるを得ないシーンが人生で数回必

ず出てきます。命だけは最低限しっかり

守り、災害が起きた後、何度でも立ち上

がれる『地域力』を作る。そんな意識で

防災教育に取組んでほしいと思っています」。

　子どもたちに対する防災教育ももちろ

ん重要です。IRIDeS では、減災ポケット

『結』という、防災教育のためのハンカチ

災害の記憶を語りつぐ
記録と記憶の収集

地域の課題を含んだ
災害遺構の議論

地域のビジョンをつくる
古文書保全と津波避難訓練

地域がしなやかに
立ち上がるための防災教育

鯛を象った紙飾りを子どもたちが各家に届ける

小正月行事「ヘンヨエー」。このような年中行事を

通して、子どもたちは、集落の一員としての意識

を高めます。（写真提供：川島 秀一教授）

気仙沼の小正月行事●

を開発。各地で出前授業を行っています。

子どもの教育を通して、親世代、祖父母

世代が改めて防災について考えるきっか

けにしてくれたらと思います」。そのほか

IRIDeS では、行政などに対して避難所運

営のロールプレイングを行うセミナーも

開催しています。「減災ポケット『結』に

は災害に関する知識や、被災した際の心

得などが描かれています。ハンカチを折

りたたんで クイズをしたり、楽しみなが

ら防災について考えることができます。

子どもは学校で学んだことを家庭に持ち

帰ってくれます。このようにIRIDeSの災

害研究は、いつも地域とともにあります。

震災の調査と記録、避難、教育などを通

して、これからもしなやかな強さをもっ

た地域づくりを応援していきます」。

IRIDeSの3年間の主な取り組み

●記録の保全①
震災の記録の保全
震災の時に、携帯電話やビデオカメラで

撮影された写真や映像資料の収集と整理

を行い、「みちのく震録伝」などに収めて

います。

●取り組み②
古文書の保全
沿岸部の民家で津波などの被害を受けた

古文書のレスキュー活動に取り組んでい

ます。収集はもちろん、修理や修復、保

管や管理についても研究・実施します。

●取り組み③
避難訓練
復興に向けた都市計画に避難の観点は不

可欠です。産官学が連携した津波避難プ

ログラムなどの策定を、住民や自治体と

連携しながら行っています。

●取り組み④
災害遺構
気仙沼などで、災害遺構保存に関する委

員会などに参加。住民や行政に対して、

科学的見地からアドバイスや説明を行っ

ています。

●取り組み⑤
防災教育
災害後も自分たちの力で立ち上がれる地

域を作るため、住民や子どもたちに向けて、

防災の意識を高める活動などを行ってい

ます。
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連携先：コンパクトシティいしのまき・
街なか創生協議会／みらいサポート石巻

●

●

●

●

●

●

●

●

●

防災集団転地の設計に関するアド

バイスを中心に、災害に強いまちづ

くりや避難計画を支援しています。

防災会議のパブリック・フォーラム

参加に際する助言も行いました。

連携先：陸前高田市

防災集団移転地などに
関するアドバイス

いわきで行われた「カケアガレ！

日本」では、地域住民だけでなく、

観光客も巻き込んで津波避難訓練

を実施。IRIDeSでは、実施に際す

る協力や、実施後のデータ分析な

どを行いました。

連携先：いわき市

「カケアガレ！日本」の協力

●●

連携先：亘理町教育委員会

防災主任者会における

学校防災支援／佐藤 翔輔助教

一人一人がつくる安全・安心の

まちづくり事業

／平野 勝也准教授
連携先：女川町

女川町における

復興まちづくり支援

女川町

亘理町

復興まちづくりワークショップ
／小野田 泰明教授

こころとからだの健康調査
／富田 博秋教授

連携先：七ヶ浜町

七ヶ浜町 石巻市

陸前高田市

岩手県

福島県

宮城県

地域を横断して行われている取り組み

被災した資料の修復や保全

津波や地震で被災した歴史的資料を収集、修復、保管する取り組み。東北

大学だけでなく、日本各地の研究者の協力を得ています。

●関連自治体

石巻市、岩沼市、亘理町、山元町

震災遺構関係の検討委員会への参加

被災した建物などを震災遺構として残すべきなのかを検討する委員会に

参加しています。デリケートな問題の中で、市民の合意形成を手助けした

り、保全方法をアドバイスしたりしています。

●関連自治体

仙台市、石巻市、気仙沼市、山元町

地域の防災・減災計画への助言

今後地域が復興し、新たなまちづくりが行われる際に、防災減災に対する

計画を盛り込むことは不可欠です。これまでの研究で得た、科学的、学術

的な知見をもとに、防災・減災計画への助言を行っています。

●関連自治体

仙台市、石巻市、東松島市、名取市、亘理町

連携先：多賀城市教育委員会

小中学校教員のための

防災教育指導資料の

作成支援

多賀城市

2013. 2.8連携協定締結

／佐藤 翔輔助教、
　保田 真理助手

コミュニティ調査
連携先：福島工業高等専門学校

2013.6.25連携協定締結

連携先：岩沼市

玉浦西地区まちづくり／小野田泰明教授

岩沼市

2013.7.12連携協定締結

東北大学災害科学国際研究所・気仙沼サ

テライトの設置・運営。防災文化講演会

の定期開催による情報発信、人的交流・

情報共有の推進

連携先：気仙沼市全域

気仙沼市

2013.7.13 連携協定締結
／小野 裕一教授

／松本 行真准教授

2014.2.7連携協定締結

連携先：仙台市

連携先：七郷市民センター

仙台市地域防災リーダー（SBL）

養成講座／佐藤 健教授、増田 聡教授

震災記録誌の作成支援

仙台市

2014.1.9連携協定締結

東北に広がるIRIDeSと各地域との関わり
現在進行中の主な取り組み例を紹介

写真

●

多賀城市では独自のアーカイブ「たが

じょう見聞憶」を持ち、東日本大震災の記

録を収集、保管しています。IRIDeSでは、

データを体系的に整理するためのサポー

トを行っています。

連携先：多賀城市教育委員会

震災アーカイブ
「たがじょう見聞憶」の開発支援

多賀城市

陸前高田市

いわき市

岩手県沿岸市町村

／柴山 明寛准教授

／佐藤 翔輔助教

／気仙沼サテライトオフィス（川島 秀一教授ら）

いわき市

みんなの防災手帳
／今村 文彦教授、佐藤 翔輔助教

／松本 行真准教授

総合防災訓練／「カケアガレ！日本」

6つの市町で防災訓練に対して助言。「カケアガレ！日本」では、IRIDeSと河北

新報社、自治体が手を組み、津波避難訓練のグランドデザインを目指します。

●関連自治体
仙台市、石巻市、気仙沼市、岩沼市、山元町、いわき市

2012.9.1
2013.8.31　
2014.7.29　
2014.3.5

岩沼市で「カケアガレ！日本」を実施
山元町で車避難を想定した「カケアガレ！日本」を実施
いわき市で観光客を交えた「カケアガレ！日本」を実施
仙台市で避難計画策定のためのワークショップに参加・協力

徒歩避難が困難な山元町を対象に、自治体
と連携し車を使った避難訓練を実施。

仙台市では、ペット同行避難についての課
題を話し合うワークショップを開催。

●実施状況

地域防災計画／佐藤 翔輔助教

東松島市
2013.8.21連携協定締結

都市計画や土木、建築などに携わる研究者が

包括的に支援。外部の支援団体「アーキエイ

ド」や「JIA」とも情報共有を図り、より熟度の

高い計画を実行できる体制を整えます。

連携先：石巻市

石巻市における復興まちづくり支援
（市街地、半島、災害復興公営住宅、防災計画）

／小野田泰明教授、姥浦道生准教授
平野勝也准教授、今井健太郎助教、
佐藤翔輔助教、小林徹平助手

石巻市

11 12

《連携協定》
被災した沿岸自治体とIRIDeSは

それぞれに有する資源を活用し、地域社会の振興と発展、

社会ニーズに対応した研究の深化、

さらには未来を担う人材を育成するため

連携協定を締結しています。

／柴山 明寛准教授

●

山元町

2013.12.24連携協定締結



第3回 国連防災世界会議開催
実践的防災学を世界へ発信

いよいよ第3回国連防災世界会議が開幕します。

2015年3月14日からの5日間、仙台国際センターを中心に仙台・東北のいたるところで、

各国の代表や関係者たちが防災についての議論を深めます。

IRIDeSは、この会議で何を発信し、何を得ることができるのでしょうか。

これまで3年間の被災地の活動などを通して得られた知見を発信し、

仙台が、世界の防災拠点都市として発展していくことを目指します。

　IRIDeSは、第3回国連防災世界会議（以

下、防災会議）に仙台への誘致活動から関

わってきました。仙台市が開催地に名乗り

を上げた大きな理由のひとつは、東日本大

震災での経験があるからです。震災を通し

て、私たちは多くの教訓と新たな知見を得

ました。IRIDeSの研究者もその多くが被

災直後から継続して被災地に入り、被災地

のために活動する中で多くの知見を蓄え

ています。「この知見を広く発信するのは、

私たちの責務だと考えています」と話すの

は、社会連携オフィスの小野裕一教授。「東

日本大震災の被災地は、今世界中から注目

るのが、開催地である仙台市に拠点を構え

る私たちの役割。防災の研究に関わる人々

が出会い、交流する場を作りたいと考えて

います。会議をきっかけに新しい共同プロ

ジェクトが生まれたらいいですね」。

　その交流の場として、IRIDeSが計画し、

サポートしているのが、被災地でのイベン

トです。防災会議の参加者が、いわきや陸

前高田などを巡り、被災地の様子をその目

で確かめ、地域の人々と交流することが大

切です。「被災地の方々にとって、有意義で

実りあるイベントにするというのも、私た

ちの重要な仕事です。被災した地域の方々

と、世界の防災関係者をつなぐことで、被

災した地域での教訓を、世界に発信してい

かなければいけないと考えています」。

を集めています。被災地でどんなことが起

きたのか、復興がどんなふうに進んでいる

のか、どんな課題があるのか実際に起きて

いることを皆知りたがっています。求めら

れる情報を発信し、それぞれの疑問を解消

する場を作りたいと思っています」。

　その発信の場として捉えているのが、防

災会議の本会議に合わせて行われるサイ

ドイベントです。仙台を中心とした東北各

地で、数百のシンポジウムやフォーラム、

セッションなどが行われる予定で、

IRIDeSとしても24のイベントを主催し

ます。「シンポジウムやフォーラムは私た

ちから発信する場になりますし、ポスター

セッションはお互いに議論を深める場に

なります。このような場を作り、充実させ

会議成功の鍵を握る
サイドイベントの充実IRIDeS、そして仙台を

世界の防災拠点へ

国際

02
IRIDeSのあゆみ
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　2005 年に神戸で行われた第 2 回防災

会議では「兵庫行動枠組 2005-2015

（HFA）」及び「兵庫宣言」の採択が行わ

れました。HFAには、防災に対して3つ

の戦略目的と 5 つの優先行動が設けられ、

その実施によって各国で一定の成果があ

がりました。「災害は発生した場所や年

代によって性質が異なるので、単純に比

較するのは困難ですが、災害で亡くなる

人の数は減少傾向にあります。HFA をベ

ースに、災害の早期警報システムが各国

で設置されたことなどが大きな要因では

ないかと考えられています」と小野教授。

　小野教授は、今回の会議で策定される

行動枠組には、さらに具体的な数値目標

の研究を今回の行動枠組に活かすために

役立つレポートができました」。

　今回の会議で採択する行動枠組は、世

界中の人々が“使える”枠組にするべき

だ、と小野教授は話します。「行動枠組

はあくまで“処方箋”。“処方箋”を本当

に役立つ“薬”として服用してもらうた

めには、“処方箋”を信頼できるものに

しなければなりません。日本は、戦後、

荒れ果てた国土の復興を行う過程で一貫

して防災に力を入れてきました。そして、

東日本大震災を経験した国でもあります。

日本が途上国だった時代から防災に投資

してその後の経済発展につなげたという

事実は、これから防災に取り組む途上国

にとって非常に強い説得力を持ちます。

行動枠組に具体的な知見を組み込み、実

行力のある枠組みを採択できればと思っ

ています」。

が組み込まれるべきだと考えています。

行動枠組は会議が開幕する数年前からす

でに検討が行われ、草案であるドラフト

が何度か発表されます。IR IDeS も、

2012 年の研究所発足直後から行動枠組

の策定に対しての働きかけを始めていま

した。

　そのひとつが村尾教授が中心となって

まとめた「HFA  I R I D e S  R e v i ew  

Report」の制作。IRIDeS の研究者が、

東日本大震災を経験した視点でHFAを評

価したレポートです。2013年10月には、

20 弱のトピックを掲載した冊子を、

2014年5月には、さらに詳細な37のト

ピックを紹介した冊子を発行。国際会議

などで配布を始めました。「私たちが得

た知見は、世界の防災活動にとって非常

に意義があることです。IRIDeS として

　防災会議は、今後の世界の防災指針を

形作る非常に重要な会議です。その一方

で IRIDeS は、防災会議を通過点のひと

つとしても捉えています。「日本として、

IRIDeS として、何を打ち出し、世界に

対してイニシアチブをとっていけるか

も、非常に大切な側面です」と小野教授。

　その方策のひとつとして、世界中の災

害統計を集積し、分析し、発信する「国

際災害統計センター（仮称）」の構想が

あります。災害や防災の研究は世界各国

で盛んに行われていますが、その研究を

各国の政策に落とし込むには、具体的な

イベントが複合的に行われるようなフォ

ーラムを考えています。毎年スイスで行

われるダボス会議のように、経済といえ

ばダボス、防災といえば仙台といわれる

ようなフォーラムを打ち出していければ

いいですね」。行政関係者を巻き込みな

がら、構想を練っています。「今回の会

議を飛躍の場として、仙台を世界の防災

の拠点にするための働きかけを積極的に

行っていきたいと考えています」。

　防災会議は、世界の防災関係者の集い

の場。会議を前にして、さまざまな防災

関係者の交流は、すでに大きなうねりを

みせつつあります。IRIDeS そして仙台

は、東日本大震災を経た「実践的防災学」

を世界に発信するため、その最先端を歩

み続けていきます。

災害統計が不可欠です。現状、各国では、

系統立てられたデータの集積があまり積

極的に行われていません。IRIDeS が発

起人となり、国連開発計画（UNDP）な

どの国際機関とともに、各国で災害統計

の確立を推進し、世界のデータを一挙に

束ねるセンターを設立するという構想が

持ち上がっています。

　また小野教授は、防災会議後に仙台で

定期的に「世界防災フォーラム（仮称）」

を開催できないかと働きかけを始めてい

ます。「理想は世界中の人々が集まる国

際フォーラムです。フォーラムは非公式

なもの。関係者が自由に参加でき、企業

の展示会や研究者の発表、地元の被災者

を交えた文化的な行事など、さまざまな

国連防災会議に向けて、
IRIDeSが支援する地域の取り組み。

世界各国の“処方箋”になる
具体的な行動枠組みを策定

会議をきっかけに仙台を
世界の防災データの拠点に

「HFA IRIDeS Prel iminary 

R e v i ew  R e po r t」と「HFA  

IRIDeS Review Report」。

日本語版も発行

HFA IRIDeS Review Report●

情報管理・社会連携部門　社会連携オフィス

小野 裕一 教授 おの・ゆういち

エイチエフエー
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講演やワークショップを通して
減災について市民で考える一日

【減災市民会議　見学会・ワークショップ】
日時：2015年 3月 19日（木）
会場：多賀城市 市民活動サポートセンター

　災害による被害を最小限にする「減災」について、市

民みんなで考え、話し合うための会議。市民活動サポー

トセンターを中心に、多賀城市各所でイベントを開催。

講演会や報告会、津波被害を再認識するためのフィール

ドワーク、食をテーマにしたワークショップなどが行わ

れます。IRIDeSでは、多賀城市と連携して、全体の企画

やフィールドワークなどをサポートしました。

多賀城市

「ノーマライゼーションという言葉のいらないまち」
づくりに向けて

【陸前高田市シンポジウム 復興の力】
日時：2015年 3月 16日（月） 13:30 ～ 15:30

　発災時、社会的弱者が犠牲になってしまったという現

実を受けて、陸前高田市が打ち出しているのが「ノーマ

ライゼーションという言葉のいらないまち」づくり。全

ての人に優しい社会をつくるため、市が行っている取り

組みを、シンポジウムや展示を通して伝えます。IRIDeS

では、シンポジウムに先立って、2月26日に、社会的弱

者も参加して行われた津波避難訓練を支援しました。

陸前高田市

いわき市、広野町など

福島県沿岸部の被災と現状を
1泊2日のツアーで紹介

【福島沿岸スタディツアー巡検、シンポジウム】
日時：2015年 3月 11日（水）～ 12日（木）

　国内外からの防災会議参加者などに、福島県沿岸部の

実態を伝えることを目的とした 1 泊 2 日のツアーです。

地域フォーラムに参加するほか、津波で被害を受けたエ

リアや除染現場などを見学。行政関係者や地域住民との

交流を図りながら、被害の状況や、復旧・復興の過程を

学びます。同時に、福島工業高等専門学校と IRIDeS が

協働で行っている復興支援活動も紹介します。



第3回国連防災世界会議
会期：2015.03.14-18 本体会議会場：仙台国際センター・新展示施設

IRIDeSの取り組みを発信する
パブリックフォーラムを紹介します。

英日 ……使用言語：日本語 ……使用言語：英語
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会議形式 同時通訳日 英

01
震災４周年シンポジウム＆３Ｄ映画
「大津波3.11未来への記憶」上映
日時：2015年3月10日火 12:30～20:00 
会場：東北大学川内萩ホール

東日本大震災メモリアル
（知のフォーラム）　

会議形式 同時通訳日 英

03 災害ロボットの社会実装

日時：2015年3月14日土 13:30～16:00
会場：東京エレクトロンホール宮城601号室
日時：2015年3月16日月 9:50～11:50
会場：TKPガーデンシティ仙台勾当台ホール1
ORG:田所 諭

オーガナイザー：ORG

主催イベントの詳細と、共催・後援イベントはこちらをご覧ください　http://wcdrr.irides.tohoku.ac.jp/

会議形式 同時通訳日 英

02 防災教育
交流国際フォーラム

日時：2015年3月14日土 9:30～16:50
会場：川内北キャンパス マルチメディアホール
ORG:桜井 愛子

展 示 日 英

展 示 日 英

24 技術展示～シミュレーション・
センシング・G空間情報の融合
による減災力の強化に向けて～

日時：2015年3月14日土～18日水
会場：川内北キャンパス A102
ORG:越村 俊一 

23 東日本大震災
～過去と未来～

展 示 日 英

日時：2015年3月14日土～18日水
会場：川内北キャンパス A102
ORG:村尾 修

30

スタディツアー 英

日時：2015年3月17日火 10:30～11:45
会場：東北大学 災害科学国際研究所
ORG:村尾 修、森口 周二ほか

東北大学ディスカッション
ツアー③東北大学の貴重な
歴史的資料を持つ付属図書館と
世界的災害科学拠点を巡る

27 地殻変動のリアルタイム
検知で津波警報を
高度化する

日時：2015年3月14日土～18日水
会場：川内北キャンパス A102
ORG:日野 亮太、木戸 元之

14

会議形式 通訳無し英

日時：2015年3月16日月 13:15～15:45
会場：川内北キャンパス C206
ORG:泉 貴子

企業と市民参加による
コミュニティ・
レジリエンス構築

会議形式 通訳無し英

07
日時：2015年3月15日日 13:30～18:00
会場：川内北キャンパス C202
ORG:後藤 和久

ジオハザード軽減に向けた
地球科学の人材育成： 
防災国際ネットワーク構築

05

会議形式 同時通訳日 英

日時：2015年3月15日日 9:30～16:45
会場：川内北キャンパス マルチメディアホール
ORG:越村 俊一

シミュレーション・センシング・
G空間情報の融合による
減災力の強化

会議形式 逐次通訳英

04
日時：2015年3月14日土 17:05～19:55
会場：川内北キャンパス C202
ORG:呉 修一

東南アジアにおける近年の
大規模水災害から得られた教訓
～命をいかに守るか～

会議形式 通訳無し英

08
日時：2015年3月15日日 18:00～20:00
会場：仙台市民会館 会議室1
ORG:イ ケリーン J.

気候変動による大規模自然災害
～ビッグデータの活用による
リスクコミュニケーション
への展開～

16

会議形式 通訳無し英

日時：2015年3月16日月 17:30～19:45
会場：川内北キャンパス C206
ORG:柴山 明寛、ボレー セバスチャン

災害教訓の伝承
～アーカイブと
メモリアルの役割とは～

09

会議形式 英 通訳：スタッフによる対応

日時：2015年3月16日月 9:00～20:00
会場：仙台市民会館 会議室1
ORG:ブリッカー ジェレミー

台風・高潮・高波
シミュレーション及び
インフラ被害評価

13

会議形式 通訳無し英

日時：2015年3月16日月 13:10～19:30
会場：川内北キャンパス C201
ORG:井内 加奈子

巨大災害からの復興
～人、コミュニティと計画～

10

会議形式 同時通訳日 英

日時：2015年3月16日月 9:15～11:45
会場：川内北キャンパス マルチメディアホール
ORG:村尾 修

レジリエント・コミュニティ
-私達の住まい、
私達の地域、私達の復興-　

15

会議形式 通訳無し英

日時：2015年3月16日月  13:30～19:30
会場：川内北キャンパス B102
ORG:江川 新一

巨大災害に対する
保健医療の備え

19

会議形式 一部英語日

日時：2015年3月18日水 9:30～15:30
会場：川内北キャンパス　B200
ORG:今村 文彦、佐藤 翔輔

『生きる力』市民運動化
プロジェクト推進のための
シンポジュウム

会議形式 一部英語日

18
日時：2015年3月17日火 13:30～15:45
会場：川内北キャンパス C202
ORG:久利 美和

被災地でのジオパークを
考える～大地の災いと恵み～17

会議形式 通訳無し英

日時：2015年3月17日火 13:15～19:00
会場：川内北キャンパス B200
ORG:泉 貴子

科学と実践的防災学
～防災における
大学の役割とは～

展 示 日 英

22
日時：2015年3月14日土～18日水
会場：川内北キャンパス A102
ORG:村尾 修

世界における災害と
被害軽減のための
都市・建築空間

展 示

29
日時：2015年3月14日土～18日水
ORG:会場：東北大学川内萩ホール

東北大学復興アクション～
「東北復興・日本新生の先導」
を目指して～28

展 示 日 英

日時：2015年3月14日土～18日水
会場：せんだいメディアテーク
ORG:小野田 泰明、本江 正茂、柴山 明寛

東北防災・復興パビリオン12

会議形式 逐次通訳日

日時：2015年3月16日月 9:45～17:30
会場：川内北キャンパス B101（展示:A307）
ORG:寺田 賢二郎、奥村 誠

レジリエンス・ワークショップ
～しなやかな防災・
減災を実現する
科学技術と社会実装～

06

会議形式 同時通訳日

日時：2015年3月15日日 10:30～17:00
会場：東京エレクトロンホール宮城 大ホール
ORG:今村 文彦、奥村 誠ほか

東北大学復興シンポジウム
東北大学からのメッセージ
～震災の教訓を未来に紡ぐ～

11

会議形式 同時通訳日

日時：2015年3月16日月 9:15～12:00
会場：川内北キャンパス B200
ORG:福谷 陽

災害科学国際研究所
地震津波リスク評価
（東京海上日動）寄附研究部門
-津波リスク研究と防災啓発活動-

20

展 示 日 英

建築・空間・災害

日時：2015年3月6日金～18日水
会場：仙台縁日（仙台放送）
ORG:村尾 修

展 示 日 英

21
日時：2015年3月14日土～18日水
会場：川内北キャンパス　A200
ORG:サッパシー アナワット 

3Dドキュメンタリー作品
「大津波3.11未来への記憶」
(特別編集版25分)上映

25

展 示 日 英

日時：2015年3月14日土～18日水
会場：川内北キャンパス A102
ORG:佐藤 大介 

歴史遺産を未来へ 
～災害から地域の
歴史資料を守り伝える～

展 示 日 英

26
日時：2015年3月14日土～18日水
会場：川内北キャンパス A102
ORG:小野田 泰明、平野 勝也、姥浦 道生、
　　  小林 徹平ほか

災害復興実践学の可能性：
石巻市等における復興実践



被害の全貌を一刻も早く伝えたい

が届かないという問題もありました。

防災無線の不具合が起きた地区があっ

たり、防災無線自体が聴こえなかった

という事例も発生しました。

　「情報の不足は、避難行動の遅れや

救出活動の遅れにつながります。私た

ちの役割は正確な情報を、一刻も早く

市民に届けるための技術を整備するこ

となのです」。越村教授は、そのため

の研究を2004年から積み重ねてきまし

た。その研究は今、東日本大震災の経

験を経て、結実しつつあります。

　「東日本大震災が起きた時、私は東

京駅で新幹線に乗っていました。すぐ

に駅を出てレンタカーを借りて仙台に

向かいましたが、カーラジオからは断

片的な情報しか入りません。津波が起

きたらしいが、どの程度の津波がどこ

に起きたのか分からない。どのエリア

がどれくらい被害を受けているのか分

からない。その経験が、発災時に一刻

も早く正確な情報を提供したいという

研究のモチベーションにつながってい

ます」と、越村教授は話します。命を

守るための避難行動や救助活動にまず

必要なのは、被害の全容を把握するこ

とです。どこにどのくらい人がいて、

どのような状況に置かれているのか。

通常の災害では、行政やマスコミが全

体の被害を俯瞰する役割を担います

が、今回の震災では、被災エリアが

500k㎡にも及んだこと、さらには自治

体の役所など行政機関自体が被災した

ことなどから、なかなか全容がつかむ

ことができませんでした。「人間でた

とえると、自分の身体のどこが傷つい

たのか分からない状況です。これで

は、被災者の救助要請を出すことがで

きません」。さらに、今回は避難情報

東日本大震災発生直後、私たちは大きな不安にさいなまれました。

その大きな原因が被害情報の不足です。どこで地震・津波が起きたのか、

どう逃げればいいのか、そしてどんな被害をもたらすのか。

情報の不足は、避難行動の妨げになり、救助活動の遅れにつながりました。

このような状況を招かないよう、被害の全貌の正確な把握と迅速な情報提供を実現する

新しいシステム作りを目指すのが、広域被害把握研究分野の越村俊一教授です。

津波の浸水域と被害を予測する研究は、今年、目覚ましい成果をあげました。

越村 俊一 教授

こしむら・しゅんいち

災害リスク研究部門  

広域被害把握研究分野

Research Field 0119 20

東北大学サイバーサイエンスセンターに導入
されたスーパーコンピュータ SX-ACE。津波
浸水・被害のリアルタイム予測に活用する。

専門は、津波被害のシミュレーション、リ
モートセンシング、減災システム。東北大学
大学院工学研究科博士後期課程修了後、日本
学術振興会特別研究員（東京大学地震研究
所）、米国海洋大気局客員研究員、阪神・淡路
大震災記念協会 人と防災未来センター専任
研究員などを経て現職。

「10 分以内の津波発生予測、
10 分以内の津波被害予測を

10m 区画単位で行う、

10-10-10（トリプル・テン）

チャレンジを達成しました」



10-10-10 Challenge

災害・危機管理通報サービス「災害通報」 衛星安否確認サービス「Q-ANPI」

　越村教授の研究とは「津波到達前の被害

予測と情報の発信」です。これまでの津波予

測は、海岸線上の地点に何メートルの高さの

津波が来るのか予測するものでした。しかし、

この情報では自分のいる場所がどれくらい浸

水するのか、把握することが困難です。越村

教授が目指したのは、より早く、より詳細な、

浸水域と被害の予測。「津波の高さ」だけでな

く、内陸のどこにどの程度波が押し寄せるの

か、「浸水域」を予測することで、よりよい避難

湾の構造や建物の密度などによって左右さ

れます。越村教授はまず、南海トラフや首都

圏の地震などを想定したエリアでそれらの状

況を調査。波がどのように押し寄せるのかシ

ミュレーションしました。「まず行ったことは、

木造建築物と鉄筋コンクリート造などの建物

が、どれくらいの津波で破壊されるのか量的

に把握することです。高知で行った実証実験

では、10分以内に浸水域を予測することが

可能になりました」。さらに、。国勢調査が綿密

に行われている日本では、建物の位置と場所

を正確に把握できます。これらの情報を組み

込むことで、10ｍ区画まで細分化した浸水予

行動に結びつけられると考えたのです。

　そのために必要なことは3つ。ひとつは、地

震がどこで起き、どれくらいの高さの津波が

どの範囲に押し寄せるか、正確に予測するこ

とです。この分野は、地震・津波予測を行う

IRIDeS理学分野の日野亮太教授と本学理

学研究科の太田雄策准教授や、スーパーコ

ンピューターの専門家である本学サイバーサ

イエンスセンターの小林広明教授と一緒に

研究を深めました。その結果、津波の波形予

測を8分ほどで完了させることが可能になり

ました。

　2つ目は、浸水域の予測。津波の浸水域は、

浸水域の予測により、より実践的な警報を

準天頂衛星を用いた警報システムの運用例。予測に基づき発信された警報は、衛星を通じて車や防災無線などにほぼリアルタイムで配信されます。
（衛星測位利用推進センターによる概念図）

「10-10-10 Challenge」（トリプルテンチャレンジ）は実効性のある津波予測を行うため、越

村教授たちのグループが設けた目標です。10分以内に津波の規模と範囲を予測し、その情報を

もとに10分以内に内陸への浸水域を予測。この浸水域の予測は、10ｍ区画ごとに細かく実施。

研究の甲斐あり、その3つの「10」をクリアするための土壌が今、整いつつあります。

準天頂衛星の活用で
「使える」情報を人々の手元に

測が可能になりました。大学での基礎的な研

究にととまらず，民間企業や自治体との産官

学連携の研究を推進することで、実用化の目

処を立てることもできました。

　そして3つ目が、この予測を人々に確実

に届けるシステムを作ることです。細分化

した被害予測をしても、それが人々に伝わ

らなくては意味がありません。しかも、伝達

のスピードと確実性も要求されます。その

タートしています。「これが実装できると、

避難情報が届かない、どこに逃げればいい

のか分からないという問題が解決します。

人々が自分の状況を素早く把握できるとと

もに、迅速な救助活動が可能になるのです」。

　津波予測は、これまで気象庁のみが行っ

てきましたが、東日本大震災後、気象情報と

同じように、許認可制になりました。浸水域

の予測技術を実用化できれば、民間事業者

と協力しながら、新たなサービスとして

人々に情報を届けられます。ひとりひとり

の行動が変わる、そんな可能性を秘めた研

究が、実現しようとしているのです。

ために活用が期待されているのが「準天頂

衛星」です。「準天頂衛星」とは、測位のの精

度を高めるために考案された衛星システム。

常に日本のほぼ真上を衛星が飛んでいる状

況にすることで、ビルや山などにさえぎら

れることなく、正確な測位サービスを提供

することができます。「準天頂衛星は、測位

の精度を上げるだけでなく、携帯端末など

への一斉メッセージの送信を行えるので、

タイムロスなく、個人の携帯電話や漁船、車、

防災無線などに情報を送ることができる

のです」。準天頂衛星とエリアメールを活用

した実証実験は、2015年1月から静岡でス

浸水深と建物被害の相関図● 石巻市における実証実験●

準天頂衛星による警報システム●

Research Field 01 Research Field 01

他分野との綿密な連携で
より詳細なシュミレーションを

津波の波形予測を10分以内に

津波の浸水域予測を

10分以内に10ｍ区画で

ビッグデータの有効活用が
これからの研究のカギ

　津波の浸水予測や被災地での被害状況

の把握に使われるのは、いわゆる「ビッグ

データ」。建築物の状況や津波の波形だけで

なく、さまざまなセンサ情報や人や車の流

れなどの膨大な情報を扱いますが、その情

報量こそが正確な災害状況の把握には不

可欠です。けれども、情報が増えれば増える

ほど、予測されるシナリオは膨大な量にな

ります。これが「シナリオ爆発」。シナリオが

多すぎて、何を選び取ればいいのか分から

なくなる現象です。「シナリオ爆発は、シ

ミュレーションにつきもののジレンマ。こ

こを乗り越えずに、理想とする予測を行う

ことは不可能です。私たちがすべきことは、

数あるシナリオの可能性や背景を明らか

にすること。どのシナリオの有効性が高い

のか数値をもとに明示して、何に備えるべ

きなのか考える必要があるのです」。

　全国の大学の研究者とともに共同研究

が進められ、この研究はすでに南海トラフ

地震や首都直下型地震の被害想定にも応

用。国や行政の防災政策に役立てるための

取り組みが進められています。ビッグデー

タの出現や津波予測研究の深化、スーパー

コンピューターの発達によって、実現可能

となった越村教授の研究。防災研究に新た

な1ページを加えることになりそうです。
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災害・危機管理省庁
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鉄筋
コンクリート造

緊急情報

安否情報

メール

利用者管制局管制局 近親者

流出する建物

木造や鉄筋コンクリート造など、建物の種別ごとの被害を量的に明示した研究は日本初。津波の浸水深と建物へのダメージの相関関係を把握する事で、ど
の建物が流出するのか、ほとんど一軒ごとに予測できるようになりました。（衛星測位利用推進センターによる概念図）



2013年11月8日、アジア名でハイエン、

フィリピン名でヨランダと呼ばれた台風がフィリピンに上陸しました。

上陸時の中心気圧は895hpa、最大瞬間風速は90ｍ/s。

史上まれにみるスーパー台風は高潮を引き起こし、甚大な被害を及ぼしました。

IRIDeSは、約30人からなる調査団を組織、被災直後の現地に派遣し、

調査と支援を開始しました。

ありました」。ハイエン台風上陸時の最

大瞬間風速は90ｍ/s以上、竜巻並みの

威力です。「台風が直撃したのは、貧しい

人が多く住むエリアでした。粗末な家は、

強風に耐えうる術はなかったでしょう」。

5～6mの高さにもなった高潮が甚大な

被害を及ぼしました。高波を伴う高潮は、

津波のように陸域に押し寄せることが

あります。沿岸の平屋建ての建物の多く

は高潮に飲み込まれてしまったと考え

られます。

　IRIDeSの調査団の目的は4つありま

した。ひとつは、沿岸部の被害を厳密に

調査すること。二つ目は、住民避難の状

況を調査すること。三つ目に、被災病院

や感染症の状況調査。最後に、街の復興

を支援することです。

　今村文彦所長を団長とする調査団が、

フィリピン・レイテ島のタクロバン市に

入ったのは、2014年の1月。サン・ペド

ロ湾の漁港として多くの人々が暮らし

たタクロバンは、スーパー台風「ハイエ

ン」の襲来によって、沿岸部は瓦礫の山

と化し家を失った人々の仮設テントで

溢れていました。「海沿いにあったはず

の家はなく、農業、特にココナッツの木

が壊滅的な被害を受けていました。何が

起こったのか、当時はだれも正確に把握

できていない状況でした」。そう話すの

は、調査団に当初から関わる災害ポテン

シャル研究分野の呉修一助教です。

　ハイエン台風による死者は、フィリピ

ン全体で約7300人と言われています。

強固な避難所や高台が市内に十分に存

在しなかったこと、「高潮」という言葉自

体が住民に浸透しておらず、避難しなか

ったことなどが死者を増やした理由だ

と考えられています。「早朝、まだ暗いう

ちに台風が迫ったことや、十分な強度を

持った建物が少なかったことも、要因の

ひとつであると考えられています。多く

の人が逃げ込んだ避難所が、高潮で浸水

したり強風で崩壊してしまった場所も

被害の調査と復興支援を目的に、30人規模の調査団を派遣

呉 修一 助教

くれ・しゅういち

災害リスク研究部門  

災害ポテンシャル研究分野

Research Field 02

「東日本大震災で得た知見を
フィリピンの復興に活かしたい」

東北大学災害科学国際研究所　災害リスク
研究部門　災害ポテンシャル研究分野助教。
専門は水文学。中央大学理工学部土木工学科
卒業後、米カリフォルニア大学デービス校で
博士研究員などを経て現職。
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多分野の研究者の
地道な調査で、被害状況を把握

　まず行われたのは、沿岸部の被害調査で

す。「津波の被害と高潮の被害は共通点が

多いため、東日本大震災で得た知見をフィ

リピンで活かすことができました」と呉助

教。最初に始めたことは、タクロバンのダ

メージを正確に把握すること。現地の家々

に足を運び、水の形跡が何メートルの場所

にあるのか調べたり、アンケートを取った

りしながら、データを収集しました。現地

調査に入る前には、越村俊一教授、マス エ

リック助教（以上、災害リスク研究部門）を

中心とした衛星画像を用いた被災状況分

析。ブリッカー ジェレミー ディビット准

教授、ローバー フォルカ助教（以上、災害

リスク研究部門）を中心とした数値モデル

を使った高潮・高波の再現計算も行いまし

た。「その結果分かったことは、史上最大ク

ラスの台風が、最悪の経路を最悪のスピー

ドで通過したということです。低い気圧が

海の水を引き上げ、湾奥に吹き寄せる強風

が高潮を強化させてしまったのです」。

　貧困の問題も死者を増やした要因の一

つになりました。「漁業の営み等の利便性

や貧困（沿岸部は国有地であり家賃や土地

代が存在しない）から沿岸部に住まざるを

得なかったことや家の作りが弱かったの

ももちろんですが、自分の財産を守るため

に、あえて家から離れなかった人が数多く

いたことが地引泰人助教（リーディング大

学院）と実施したアンケートを通して明ら

かになりました。また、『高潮』という言葉

Research Field 02 Research Field 02

の意味を住民の80%以上が理解していな

かったんですよね。多くの人が言っていた

のは高潮ではなく津波と言ってくれてい

れば逃げていたという事なんですよ」。台

風は、経路のおおまかな予測ができるた

め、比較的避難行動が容易な災害です。今

回も、フィリピン政府は避難の呼びかけを

行いましたが、高潮の意味が伝わらなかっ

たり、強固な避難施設が少なかったことな

ど、さまざまな要因で避難しなかった、避

難できなかった人が出てしまいました。

「一方で、市長や村長がリーダーシップを

とって避難させた地域は、死者が少なかっ

たことも分かっています。行政や地域のリ

ーダーに対する防災教育の大切さが浮き

彫りになりました」。

防災の観点を取り入れた復興を
深刻な貧困が阻む

　フィリピンには、日本のように詳細な住

民基本台帳がありません。死者や行方不明

者は自己申告で調査された数字です。「本

当の数値が分からないという状況の中で、

1年かけてようやく被害状況を評価でき

ました。これからは少しずつ復興のサポー

トにシフトしていきたいと思います」。

　フィリピンの復興に携わるにあたり、一

番のハードルになるのが、やはり貧困で

す。フィリピンは、第二次世界大戦で日本

とアメリカが衝突した激戦区になりまし

た。戦災からの復興に時間がかかったこと

もあり、なかなか政治的に安定することが

できず、防災に対する取り組みも後回しに

なってしまいました。「タクロバンの生活

復旧は驚くほど速い。というのも、まだ沿

岸復旧もできないうちに、人々が瓦礫等で

小屋を建ててしまうからなんです。瓦礫の

山だった海沿いは、すでに街のような雰囲

気を取り戻しています。人々の主な生業は

漁業とココナッツ産業です。海のそばに住

むことは、すなわち自分たちが生きるこ

と。生活と仕事を切り離せないんです。そ

んな状況ですから、防災の観点は後回しに

されてしまいます。けれども、フィリピン

は台風が多く訪れるエリアであり、今後き

ちんとした台風対策が必要です。特に台風

と津波の大きな違いは、台風被害は毎年で

も起こり得るという点です。今年の台風シ

ーズンにスーパー台風が再度タクロバン

を襲う可能性も十分にあり得るんです」。

　2014年12月の時点で、フィリピンの経

済は被災前の70％まで回復したといわれ

ています。しかし今回、台風が上陸したエ

リアの農業、特にココナッツ産業は、いま

だ壊滅状態で復興の兆しを見せていませ

ん。「国際協力機構（JICA）は、復興に向け

て防災面のみならず経済面や生活面でも

支援を行っています。私たちができること

は、学術的な立場から解決策を模索してく

ことです。国がどのような状況で、人々が

どのように考えているのか。地道に分析を

行い、私たちが持つ知見を活かしながら、

フィリピンに合った復興をサポートして

いきたいと考えています。貧しくても、多

くの自然災害に見舞われても、最高の笑顔

で明日に向かって生きるフィリピンの

人々。彼らのために全力で頑張ります」。

タクロバンの被災前・被災後の衛星写真（マス エリック助教作成・提供）●

6mの高潮に見舞われたタクロバン。海沿いに建てられた家が流出し、養殖棚や桟橋も破壊されてしまった。
(Mas, E. and B. Adriano, IRIDeS Fact-finding missions to Philippines, pp.14, 2014.)

被災前 被災後
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　仙台市とIRIDeSは2014年1月9日、連

携と協力に関する協定を結びました。

IRIDeSの研究者は、東日本大震災発災直

後から仙台市の被災地域に入り、調査・研

究を行ってきました。特に今村文彦所長

は、津波避難施設整備のために設けられ

た検討委員会の委員長を務めるなど、仙

台市の避難計画策定にアドバイザーと

して関わっています。「これまでもハザー

ドマップの作成や防災に関する講習な

どにご協力をいただいてきましたが、国

連防災世界会議を前に、より綿密な連携

体制をとるため、協定の締結に至りまし

た」。仙台市危機管理室防災都市推進課の

福來勝さんはそう話します。

研究者も参加しました。「避難施設建築と

いうハードの面にも、ワークショップと

いうソフトの面にも関わっていただい

ています。幅広い分野の先生に来ていた

だけるのも魅力です。また、IRIDeSの先

生方は、ほかの市町村でも活動を行って

いるため、私たちとは違った視点からア

ドバイスいただけるのも、ありがたく

思っています」。さらに、IRIDeSでは国連

防災世界会議に向けて、仙台市と二人三

脚で準備を行っています。「本体会議とパ

ブリックフォーラムをより充実したも

のとし、大震災の貴重な経験と教訓を国

内外に発信することが、仙台市の責務で

す。IRIDeSは非常に頼りがいのあるパー

トナーですね」。実践的防災学を広く発信

し、地域に成果を還元するため、IRIDeS

と仙台市は今後も連携を深めます。

国連防災世界会議に向け
より綿密な連携を

「避難施設の建設や避難計画の策定などに対し
IRIDeS が持つ科学的知見を取り入れてきました」

仙台市

Collabolation

　仙台市では現在、沿岸部に避難タワー、

ビル、屋外階段等の避難施設を新たに

13ヶ所整備しています。『住民が15分以

内にたどり着ける場所に避難施設を整

備する』『避難施設到着後、15分以内に全

員が高所に避難完了できる施設にする』

などの『津波避難施設の整備に関する基

本的な考え方』のとりまとめに協力しま

した。「先生方に助言いただくことで、計

画をより具体的なものにできました。計

画に対して科学的な知見を加えること

ができたため、住民に対しても説得力が

増しました」と福來さんは言います。

　仙台市では、住民自らが避難について

考えるという指針のもと、避難マップ作

りなどのワークショップを開催してい

ます。2014年の11月に行われた若林区

三本塚のワークショップにはIRIDeSの

菅原 大助
（左）仙台市危機管理室防災都市推進課

仙台市とIRIDeSの主な連携事例

●地域防災計画の策定に対する助言
●津波避難対策に対する助言
●第3回 国連防災世界会議の準備などに参加

■事例・連携に関するお問い合わせ・ご相談／東北大学災害科学国際研究所  contact@irides.tohoku.ac.jp

2014年1月に行われた連携協定調印式

さん 福來 勝
（右）仙台市危機管理室防災都市推進課

さん
ふくらい・まさるすがわら・だいすけ

宮城県仙台市

完成した津波避難タワー
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津波を想定した避難訓練住民で避難経路を議論するワークショップ



　湾を囲むように広がる漁師町。町の中

心には新鮮な魚介を扱う商店が軒を連

ね、市場では毎朝威勢の良い声が飛び交

う。「みちのく・いまをつたえ隊」の佐藤

さんが生まれ育ったのは、そんな女川で

した。佐藤さんのご自宅は津波で流出。

必死で逃げた高台で、波にのまれる生ま

れ故郷を目にしました。「流されていく

街を見ながら、ここで立ち止まってはい

けないと思いました。とにかく前に進ま

ないと、って」。

　佐藤さんが「みちのく・いまをつたえ

隊」の活動を始めたのは、2012年の2月

から。被災の記憶がまだ生々しく残って

いる時期でした。「インタビューに関し

ては完全な素人でしたが、私自身が同じ

被災者であることもあり、正直な気持ち

で相手に向き合えたように思います。友

が強かったのだと思います。少し話を振

ると、どんどん話してくれました。けれ

ども時間が経つにつれ、あの時のことを

話したくない、という人が増えてきまし

た。話の途中で、急に黙り込んでしまう

人もいます。せっかく忘れていたのに思

い出したくないのでしょう。調査開始当

初とは、また違った苦労がありますね」。

　女川の街は復興に向けて確実に歩を

進めています。その一方で、町民が皆で

ひとつの街を作り上げる難しさも浮き

彫りになってきました。「これからは復

興の過程で行われたことや、人々が感じ

ていることも記録していきたいと思っ

ています。被災者である私の目線から伝

えられることは多いはず。今後も長く、

活動を続けていきたいと思います」。

「女川で生まれ育った自分だからこそ
聞き取れる話があるのだと思います」

人や知人から、聞き取りの相手について

の情報が事前に入ってくるのも良かっ

たですね。身内を亡くしている人と、そ

うでない人とでは、質問できる内容も変

わってきますから」。聞き取りは、相手の

辛い記憶に踏み込もうとする行為。イン

タビューに応じてくれる人を探すのも

一苦労だそうです。「それでも、多くの人

が『この経験を語ることが、生き残った

自分の務めだ』と聞き取りに応じてくれ

ます。それなら、私の使命は伝えること

です。震災を風化させず、伝えられるこ

とは後世に残していきたいと思って

います」。

　震災から4年が経ち、聞き取りできる

内容も少しずつ変わってきていると佐

藤さんは話します。「震災直後は、皆、自

分の経験を誰かに話したいという想い

みちのく・いまをつたえ隊

●みちのく震録伝  http://shinrokuden.irides.tohoku.ac.jp/

Facebookでも情報を発信しています
●みちのく・いまをつたえ隊

　https://www.facebook.com/imawo.tsutaetai
●みちのく震録伝　震災アーカイブ

　https://www.facebook.com/MichinokuShinrokuden

みちのく・いまをつたえ隊  活動報告 Series

女川町

女川エリアの被災直後の状況を写した写真

復興が進む女川の町と横転した4階建てビル。2014年8月撮影

復興まちづくり情報交流館も聞き取りの拠点のひとつ

サンマの水揚げが開始された女川港。2014年9月撮影

東北大学災害科学国際研究所東北大学災害科学国際研究所
「みちのく・いまをつたえ隊」「みちのく・いまをつたえ隊」

女川町担当女川町担当

佐藤 文明佐藤 文明さんさん
さとう・ふみあきさとう・ふみあき

東日本大震災の被災地において、震災やその後の被災地の記録や証

言の収集をはじめ、住民の方々の現在の暮らしや日頃の考え、未来

への想いなど、地域のさまざまな「残したい、伝えたい」情報を収集

する活動。現在、宮城県沿岸15市町で活動。活動員は公募を通じて、

各地域の住民の方々に依頼している。また、この活動は、IRIDeSに

よる東日本大震災アーカイブ・プロジェクト「みちのく震録伝」の活

動の一環として実施している。
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